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R l 入学生教育課程 英語科

7 マ数に1 2 5 4 ン9(1授業=45分）
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11

1年次 コ 英 I 英表 I

2年次 コ 英II
【選択】

総合英語講読

3年次 コ 英皿
【進路別選

択】
ﾘｽﾆﾝｸﾞ

【進路別選択】
英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ

【進路別選択】
表現のための英語

【自由選択】
上級英語

【自由選択】
中級英語

，



１年次英語科(3名 /11名）

C 英Ⅰ、英表Ⅰ共通事項

• 習熟度別α、β、γ ※ α =発展 Β、γ=標準

• 毎週（火）単語テスト実施（50語四択 英→日 4分間）

※火曜日の最初の授業で実施（追試あり）
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C 英Ⅰ ( 週 4 コマ）

• 共 通 の ハ ン ド ア ウ ト 使 用 (C英I ）

• 各パー ト

• 予習プリント両 面 1枚 (Listening, 語彙，日本語訳）

• 授業プリント両 面 1枚 ( Q & A , 文 法 事 項 ,語彙 ,音読，英作文）

• 単語学習 (帯活動 5分程度）



予習プリントについて

1. Listeningは授業時にも実施

2. 予習の取り組み状況確認

3. 口頭要約（日本語）ペア

じゃんけん敗者：1分→（ 交代）勝者：45秒

4. 授業プリントの対訳で各自確認
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T a s k 1

Q&A

1. ペアでじゃんけん敗者がQを読み、勝者が聞いてから各

自取り組む。

2. 全体確認の前に、ペアで解答と根拠を比較し、確認。
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Ta s k 2

文法事項

1. 本文解析プリントを配布

2. 必要だと思う箇所のみ、授業プリントに書き込む

3. 不明な箇所は質問させる

4. ペアで授業プリントを交換、比較し参考にする。
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T a s k 3

語稟

1 . じゃんけん敗者が、語句の定義 (defin ition)を読み、勝者

が 聞いてから各自取り組む

2. 全体確認の前に、ペアで語句を確認。
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T a s k 4

音読 ※合計10分以上はやら6い。

1. じゃんけん勝者がチャンクの部分（英語）を読み、

パターン1:ハンドアウトを見ないで繰り返す

パターン2:ハンドアウトを見ないで日本語に直す

※日本語→英語は今のところ行っていない。
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Ta s k 5

芙作文

1 . 時間制限あり (5分程度 )

2. 制限時間後ペアで読み合い、B e s t s en t enceをお互いが選ぶ

3 . じゃんけん勝者が発表 (※R e p e a tする｡Recas tを心がける )

※ 発表者数はじゃんけん調整
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英作文の添削について①

• Part毎のWriting Taskについては、提出させ※Co11ection codes   

を用いて間違いを指摘してきたが、膨大な時間がかかったため

添削対象はペアに選んでもらったBes t s en t enceのみに変 更 ｡

1文 × 担 当 生 徒 数 ( 8 4名）なので 1コマ ( 4 5 分）の時間で

添削可能。

• 次回の Writing Taskの 前 に 、 各 ク ラ ス 1文ピックアップし紹介

する。
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※

参考：H30グローバル研修を元19に作成



英作文の添削について②

• Lesson毎のWriting Task(エッセイ）については、文法的な間

違いを指摘せず、内容の面白さをみて各クラス(3クラス）

の Bes t e s sayを選び紹介する。

0



英表I ( 週 2 コマ）

• 共通のハンドアウト

• 教科書練習間題の解答（ペアでノートを交換し○付け）

• ワークの確認

• （単語学習）
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1. 文法事項の体 系 化

① CAN-DOリス ト に よ る 到達状況の確認

② 各文法事項を自分の言葉で説 明 でき る か

英表I で 生 徒 に 期 待 し
て い る こ と ①
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２ アウトプット活動(SpeakingとWriting)への応用

① 量的なFluency(流暢さ )の向上

② 英語による即興力の育成

英表I で 生 徒 に 期 待 し
て い る こ と ②
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C 英I と英表I 共通した働きかけ

• わかる ·わからない、できる ・できないの区別ができるように

→自律した学習者を目指して

• 初見の語があっても「まずは自分なリに音読してみよう」

→間違いから学ぶことの重要性

• 相手が理解できる英語を使う

→言葉の力の大切さ
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A ny  Question or Advice?
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新学習指導要領における授業改善
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• 前提条件

→生徒が学ぶべき知識量は減らさない
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• 教師に求められること

→生徒が質の高い理解を得ることができる
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• そのために何をすべき？

→学習過程の質を改善する
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• どうやって？

→主体的・対話的で深い学びの視点で
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生徒たちが、

主体的、対話的で深い学び

を実現できたら・・・



主体的な学びにより実現したい子供の姿

独立行政法人教職員支援機構HPより
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対話的な学びにより実現したい子供の姿

独立行政法人教職員支援機構HPより
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深い学びにより実現したい子供の姿

独立行政法人教職員支援機構HPより

37



38

学びの質向上への段階



1. Value.

2. Target .   

3. Deve l o p .

4. Extend.

5. Relate.

6. Rethink.

Key steps to learn better
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4  

1. Find value.

（価値を見出す）



4  

2. Create target .

（目標を設定する )



4  

3. Develop knowledge and skills.

（知識とスキルを伸ばす )



4  

4. Extend expertise.

（専門知識を発展させる）



5. Relate skills.

（関係づ け の ス キ ル ）
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6. Rethink unders tanding.

（自分の理解を再考する）
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学習者への支援
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Teachers should･･･

•Se t expectat ions.
（期待値を示す )
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Teachers should ･･･

•Break it up. 
（分散する）
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Teachers should･･･·

•Promote focus.
（集中力を高める）



5  

Teachers should ･･･

•Support mis takes .
（ ミスをサポートする )



5  

Teachers should ･･･

•Use analogies.
（アナロジーを使う）



5  

Teachers should ･･･

•Promote review.
（見直しを促す）





2019.7.19 R1第13回高英研ワークショップに向けて

Let's work together for our students!
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